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環境問題としての感染症

環境省環境技術開発等推進費

「野生鳥類の大量死の原因となり得る病原体に関するデータベースの構築」*

長 雄 一**・ 金 子 正 美***・ 浅 川 満 彦****

匪]① 大量死 ②感染症 ③ デ ー タベ ー ス

○全体的な研究背景と目標

日本国内における鳥インフルエ ンザの発生は,

「野生鳥類の大量死」 に対する一般的な認識 を大

きく変化させた。すなわち,「野生鳥類の大量死」

が,野 生鳥類保護の問題というだけではなく,鳥

インフルエンザあるいはウェス トナイル熱等の人

間社会へ も大きな影響 を与える感染症の 「予兆」

としてとらえられるようになった。

さらに,近 年,鳥 インフルエンザウイルスの日

本国内への伝播 に関 して,渡 り鳥の関わ りが ク

ローズアップされてきた。特 に,カ モ類を始めと

する水鳥の生息環境は日本国内でも人間社会と隣

接 して存在するため,こ れらの病原体の実態を把

握す ることは,人 間社会一野生動物 の生息地の

「衛生」を考える上でも重要である。

私たちは,前 述のような社会的背景のもとに,

平成15年 度から平成18年 度 まで環境省環境技術開

発等推進費 「野生鳥類の大量死の原因とな り得る

病原体に関するデータベースの構築」 を進めてき

た。本計画はデータベースを中心 とした野生鳥類

の疾病に関する次世代型情報 システム(研究アー

キテクチャ)の構築を目標とした。

これらの目標に沿った研究を,以 下のような分

担により行った。

・糞サンプリング ・捕獲個体サ ンプリング ・病原

体GIS

北海道環境科学研究センター自然環境部

長 研究職員
・生息環境GIS

北海道環境科学研究センター総務企画部

高田 環境GIS科 長
・糞サンプリング ・傷病個体サンプリング ・寄生

虫詳細研究

酪農学園大学獣医学部 浅川 教授
・RDA法 ・宿主一寄生体データベース

酪農学園大学獣医学部 遠藤 教授
・位置情報付 きサンプルIDに よる管理 ・公開シ

ステム

酪農学園大学環境システム学部 金子 教授

・詳細研究:イ ンフルエンザ

北海道大学大学院獣医学研究科 喜田 教授

(平成15・16年 度は岡崎 助教授)
・詳細研究:マ レック病 ・ニューカッスル病

北海道大学大学院獣医学研究科 大橋 准教授

本稿では,こ のうち酪農学園大学金子正美教授

が担当 した位置情報付 きサ ンプルIDに よる管理

・公開システム(仮称 「傷病鳥獣管理データベー

ス」)の概要について述べる。

○データベースへの傷病鳥獣情報の蓄積とその意

義

感染症等の野生動物への脅威を防 ぐには,迅 速

*TheDevelopmentofDataBaseSystemfortheRiskManagementofOutbreakofInfectiousDiseasesinWildBirds

**YuichiOSA(北 海 道 環 境 科 学 研 究 セ ン タ ー 自 然 環 境 部)HokkaidoInstituteofEnvironmentalSciences

***MasamiKANEKO(酪 農 学 園 大 学 環 境 シ ス テ ム 学 部)RakunoGokuenUniversity

****MitsuhikoASAKAWA(酪 農 学 園 大 学 獣 医 学 部)RakunoGokuenUniversity
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なデータ収集,分 析が必要 となる。そのためには,

傷病鳥獣に関するデータを正確に素早 く,収 集 し

なければならない。 しかしなが ら,傷 病鳥獣に関

しては,1個 体の情報を得る場合においても,発

見者(多 くの場合,一 般市民),臨 床獣医師,獣 医

学研究者,検 査機関など多 くの人間が関わ り,作

成されている。個々の機関,研 究者によるデータ

収集には限界がある。この問題は,イ ンターネッ

トを通じた入力システムにより,解 決する。そし

て,こ れらの入力データをもとに,検 索システム

で迅速かつ適切な対策立案に有益な情報提供が可

能となる(図1)。

○データベースへの情報入力

データ登録は,傷 病個体を保護収容 した本人あ

るいは糞をサ ンプリングした本人が治療 ・解剖 ・

検査情報を登録するケースや,行 政機関等の他者

から傷病個体 ・サンプルを引 き継 ぎ,治 療 ・解剖

・検査情報を登録するケースに対応 している。こ

れらは,ウ ェブ登録により容易になる。

まずは個体情報登録画面 を図2に 示 す。各種

の項目は,プ ルダウン,チ ェックボックス,お よ

びテキス ト入力 によって入力可能である。この

時,こ の情報を公開するか,否 かを選択できる。

また種名,位 置情報についてはリス トおよび地図
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図4位 置情報入力画面

から選択可能である(図3,図4)。

具体的な入力手順は以下のとお りである(あ る

個体を保護収容 した場合を想定)。

個体情報入力画面(図2)で 「種名 リス トから選

32一

択」ボタンを押すと別ウィンドウが立ち上がり,

種名リス ト選択(図3)が できる。対象種を選び,

種名をクリックすると,登 録画面に種名が自動的

に入力 される。また,個 体情報入力(ま たはサ ン
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図5入 力済み位置情報 の確認(GoogleMap)

(カーソルで選択す ることで個別情報 ウィン ドウヘ ジ ャンプ可能)
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'図6電 子力ルテ(例として「血液検査記録」)入力画面

h

プル情報入力)画 面で 「地図から選択」ボタンを

押すと,別 ウィンドウで地図(GoogleMap)が 立ち

上がる。市町村名を選び,位 置取得ボタンを押 し

て,採 取地点をクリックすると自動的に地理情報

を入力することができる。登録されたデータの位

置情報は,GoogleMapに よって確認可能 となっ

ており(図5),個 々の位置情報をクリックするこ

とで,そ のデータの概要を確認できる。

このシステムでは,野 生動物対応型の電子 カル

テが登録可能である。まずはカルテで登録する

Vol.32 No.4(2007)

データの種類(傷 病個体 またはサ ンプル)を 選択

し,そ のIDを 入力 またはリス トから選択する。

さらに,登 録内容(個体は診療記録,処 置記録,

解剖記録 サンプルは検査記録)を 選択するとID

が入力 され,以 下のような項目について登録可能

となる(図6)。

1)血 液検査記録入力:検 査 日,検 査機関名等の

概要情報,検 査詳細分析結果(生化学性状),

検出結果(ウ イルス,寄 生虫,細 菌)

2)糞 ・尿検査入力:検 査詳細分析結果(生化学性

一33
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状),検 査概要,検 出結果(ウ イルス,寄 生虫)

3)診 療内容入力:診 療 日,診 断者の氏名等の概

要情報,各 患部の所見等のデータ入力(皮 膚,

羽毛,外 傷,骨 折,そ の他)

4)精 密診療記録入力:診 療 日,診 療者の氏名等

の概要情報,各 項 目の所見等のデータ入力

(外科的疾患,内 科的疾患,外 部寄生虫,内

部寄生虫,汚 染中毒,そ の他)

5)処 置記録入力:処 置 日,処 置者の氏名等の概

要情報,処 置内容のデータ入力(外 科的処置,

投薬処置)

6)解 剖記録入力:解 剖 日,所 見等の概要情報,

解剖内容のデータ入力,検 出ウイルス,寄 生

虫

○入力された情報の検索 ・集計

データベースの主要な機能である 「情報検索」

により,多 角的な視点から野生鳥類の疾病に関 し

て情報把握が可能となった。ウイルスや寄生虫な

ど,人 間や他の生物の生息に影響を与える項目に

ついてはもちろんのこと,有 害化学物質の汚染な

どよる潜在的な危機 を,時 間的空間的に分析,把

握することができる。

本システムでは,以 下のような検索機能を有す

る。

1)地 図検索 二地図から対象市町村別に検索 ・集

計

2)種 名検索:種 名(科 名,キ ーワー ドなど)別に

検索 ・集計

3)寄 生虫検索:検 出された寄生虫別に宿主の種

・個体情報等の検索 ・集計

4)ウ イルス検索:検 出されたウイルス別に宿主

の種 ・個体情報等の検索 ・集計

5)傷 病原因(死 因)検索:傷 病原因(交通事故等)

別に種 ・個体情報の検索 ・集計

上記の検索機能の全体的な遷移(検索手順及び

表示情報の流れ)を図7に 示 した。

このシステムでは電子カルテに登録された傷病

個体に関する詳細 な情報(救護地の緯度,経 度,

土地利用,傷 病原因,感 染記録,診 療記録,処 置

i検 索画面の遷移i一 押 駒 一ム
1検索皓呆表示

1筋 ダ伽 一朧

・ 三 繭 ・ 二 蒔

図7検 索手順及び表示情報の流れ
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図8寄 生虫クロス集計表の例 F

記録等)が入手可能である。

さらにクロス集計表の出力が可能 となってい

る。寄生虫 クロス集計表の例 を図8に 示す。縦

の列に宿主の種名,横 の行に寄生虫名のクロス集

計表が表示される。1件 以上のデータが存在する

場合はその数字をクリックすることで,該 当デー

タの詳細(ク ロス集計分布表)を 表示できる。

クロス集計表の各数字 をクリックすると,別

ウィンドウでクロス集計分布表が立 ち上がる(図

9)。 クロス集計分布表ではクロス集計 したデー

タの概要(個体ID,保 護収容 日,地 名)と 地図(市

町村ごとの分布図)が表示される。また,各IDを

クリックすることで,そ の個体データの概要(地

名詳細,感 染寄生虫,ウ イルス等)も 表示できる。

このような情報の表示は,ウ イルス等で も可能

であり,寄 生虫学的 ・病理学的興味だけでなく,

ある1個 体から,あ る病原体を検出した場合に,

過去の検出情報の検索 ・抽出が可能となり,そ の

病原体が流行 しているのか,流 行するのか,等 の

判断に有効な情報を提供できると考える。

○試用版ホームページ

ブラウザか ら以下のURLに アクセスすること

Vo1.32No.4(2007)

で,「 傷 病 鳥獣 管 理 デ ー タベ ー ス」 を使 用 す る こ

と が で き る(残 念 な が ら,環 境 省 等 の セ キ ュ リ

テ ィ の 高 い ネ ッ トか ら ア ク セ ス で き な い 事 例 あ

り)。

http://syobyo.env.gr.jp/

野 生 動 物 の救 護 を行 う臨 床 獣 医 師用 のペ ー ジ に

行 くた め に は,1Dの 欄 に 「testuser」 を入 力 し,

Passの 欄 に 「testuser」と入 力 す る

野 生 動 物 の 疾 病 を 扱 う研 究 者 用 の ペ ー ジ に は

IDの 欄 に 「puser」 を入 力 し,Passの 欄 に 「puser」

と入 力 す る。

す べ て の デ ー タは ダ ミー な の で,自 由 にデ ー タ

を入 力 ・変 更 す る こ とが 可 能 で あ る。

この シス テ ム は,フ ル 機 能版 で あ り,維 持 ・管

理 ・調 整 コス トは か か る も の の(現 在 は,金 子 教

授 が代 表 者 を努 め るNPOで 管 理),短 期 間 で全 国

レベ ル で の 運用 が可 能 で あ る 。

○データベースの活用策及び提言

ある野生動物の死体が,あ る地域で,あ る個数

発見 された場合,そ れが 「大量死」であるのか,

それも「感染症の流行 による大量死」であるのか,

について,迅 速に判断する必要が生 じるだろう。
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すべての個体について,感 染症の有無を臨床獣医

学から検査することは可能であるが,そ れには時

間がかかる場合がほとんどであ り,「原因不明」と

いう例 も多い。

本システムを,事 前から運用 し,行 政機関等が

臨床獣医師の電子カルテを一括管理することは,

野生動物の疾病に関する強力な情報基盤となり,

野生動物の大量死 ・人獣共通感染症への 「備え」

となると考える。

また,野 生動物の大量死は,気 象変動や餌資源

変動で も起こり得る現象であ り,生 態学的な知見

も不可欠である。この場合においても,ウ ェブ登

録あるいは,そ の位置情報等のダウンロー ト(そ

のまま地理情報システムのソフ トウェアで解析可

能)が 可能な本 システムにより,大 量死 といった

現象が起こった場合に,当 該する種に詳 しい生態

学研究者の意見を迅速に求めることも可能となる。

さらに保護収容 を行 う市民ベースの環境NGO

(日本野鳥の会等)・臨床獣医師 ・動物園や地方自

治体鳥獣保護担当者,環 境省 ・厚生労働省 ・農林

水産省等の野生動物疾病対策担当者間で情報の共

通化 ・共有化が可能 となることが,本 システムの

最大の利点であ り,中 期 目標(短 期 目標 は 「本シ

ステムの試作」,長 期目標は 「野生動物防疫シス
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テムの確立」)であると考える

ただし,疾 病に関する情報は,研 究者 ・臨床獣

医師にとっては論文化のための 「資産」であ り,

その所有権の明確化が必要であると考える。本シ

ステムでは 「非公開」モー ドでの入力 ・蓄積も可

能であるが,将 来的には全国レベルでのガイドラ

インを策定 し,政 府レベルあるいは学会 レベルで

の,「疾病情報集約センター(野生動物の疾病に関

する多様性センター)」の設立が望まれる。

まとめると,本 計画の提言は 「野生鳥類の疾病

に関する情報をデータベースにより収集 ・蓄積 ・

解析 し,臨 床獣医師 ・行政担当者あるいは獣医学

・生態学等の研究者間で情報共通化 ・共有化する

ことで,そ の防疫システムの確立に寄与すること

が可能であ り,社 会的な不安を低減することにも

つながる」というものであり,そ れへのエントラ

ンス(導 入領域)が 「傷病鳥獣管理データベース」

の普及及び活用であると考える。

本計画成果及び提言により,野 生動物(特 に渡

り鳥)の 疾病がクローズアップされた日本におい

て,人 間社会と微生物を含めた自然環境(生態系)

の共存(あ るいはシェアニング)が進むことを心か
ーら願 う

。
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